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塩江地区

塩江地区 3 過疎対策事業

　現在、過疎対策事業の補助金申請については、担当課の方から地域コ
ミュニティ協議会に案内がきておりますが、申請から締め切り日までの
期間が非常に短く、市当局が事前に関係者と調整、準備しているのでは
なく、申請案内を受けてから、関係団体と調整をして要望しているのが
現状です。この状態では締め切り日までに申請が出来ず、要望があるも
のの、申請が出来ず見送った経緯があります。今後、このようなことが
無いように、「地域の過疎対策事業を考える会(仮称)」を公募で募り、
過疎対策の必要性、事業計画、補助金申請の検討を行う会を立ち上げた
いと思います。その場合、市当局の「地域の過疎対策事業を考える会」
への出席を頂き、事務的指導、申請の支援、情報提供を是非ともお願い
します。

市民政策局 政策課

　過疎対策事業の補助金申請等については、国から県、県から市を経由
して通知され、市の過疎担当課から各事業の所管課へ通知・照会等を
行っております。このため、地域コミュニティ協議会等、各団体への補
助金申請の案内に時間を要しており、申請書類締切までの期間が非常に
短期間になる場合もあります。
　また、過疎対策事業の補助金申請におきましても、補助要綱等に変更
点が追加される場合もあるため、事前に補助金事業の調整・準備等を行
うことが困難な状況にあります。
　市におきましては、過疎対策に関する情報、補助金申請等の通知が
あった場合、各事業の所管課への迅速な情報提供に今後も努めるととも
に、「地域の過疎対策事業を考える会(仮称)」の市職員の出席につきま
しても、必要に応じて所管課と協議し、市として可能な範囲での協力を
行ってまいりたいと存じます。
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して通知され、市の過疎担当課から各事業の所管課へ通知・照会等を
行っております。このため、地域コミュニティ協議会等、各団体への補
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　旧塩江保育所は、保育所としての用途は廃止され、普通財産となって
おり、本庁舎等の収納スペースが不足していることから、備品等の保管
場所として活用しております。
　本市の施設利用では、施設の状態や利用形態によりますが、基本的に
財産処分年限を過ぎても活用することとしておりまして、本施設につき
ましては、人が常時利用することのない備品等の保管場所としての活用
であり、雨漏り等もないことから、修繕等の必要もなく使用できるもの
と考えております。
　また、草刈りにつきましては、人が常駐していないことから、常時き
れいな状態とはまいりませんが、本課職員や業者委託により時期を見て
行っており、今後とも状況を見ながら実施してまいりたいと存じます。
　なお、災害時の避難場所でございますが、危機管理課に確認しました
ところ、土砂災害警戒区域であり、倉庫として活用している現状、ま
た、近隣に指定避難場所として中学校があることから、地元の方とも相
談した結果、本施設の避難場所としての指定は平成２６年７月１日を
もって解除されております。
　また、周辺施設の駐車場につきましては、塩江中学校及び同第２体育
館、塩江町庭球場ともに、利用者が駐車するスペースは十分に確保でき
ていると存じており、新たな駐車場の整備は考えておりませんので、利
用者の駐車マナーの啓発に努めて参りたいと存じます。
　このような中、当該施設は、現在、必要な備品等の保管場所として活
用しており、近いうちの撤去は考えておりませんが、新たな利活用の要
望等がございましたら、その際は、改めて検討させていただきたいと存
じます。
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元の方とも相談した結果、本施設の避難場所としての指定は平成２６年
７月１日をもって解除されております。
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塩江地区 2 定住の促進

　平成２６年４月５日のニュースによると、全国で空き家の問題が深刻
化する中、高松市は、市内で放置されている空き家対策に本格的に乗り
出し、庁内プロジェクトチームを立ちあげ、空き家の所有者向け支援や
相談窓口の開設などの具体策について検討すると聞いております。中心
部での空家問題とは少し異なるかもわかりませんが、現在、塩江地区で
も特に山間部の上西地区は、高齢化率が５６％という超高齢化の進む地
域です。それに伴い、空き家が非常に多くなってきており、その空き家
の多くが、荷物を入れている等の理由で、借りたい人が多くいる現状が
ありながら放置され荒廃していっております。山村の荒廃の歯止めとい
う観点から、過疎対策事業として、空き家の片付け助成制度等を作り、
空き家を借家として利用できるようにしたり、また、水道の引けないと
ころは、飲料水を確保するため、自家用給水装置の設置助成や飲用水給
水ホース等の購入補助などの生活用水確保対策事業等を積極的に推進す
る等、何とかして、居住できる家、人々を増やす対策を、空き家になる
前から早急に講じていただくよう要望いたします。

市民政策局

環境局

政策課
くらし安全安心
課

環境総務課

  放置されている空き家につきましては、防犯などの安全面を中心にそ
の対策が全国的に大きな課題となっておりますが、個人財産に対する行
政の介入には限界がありますことから、各地の自治体において、具体的
取組が進んでいない状況にあります。
　このような中、生活環境や景観の保全、防犯、あるいは、まちなか居
住促進といった、その地域の実態を踏まえた行政目的に対応する、空き
家等に関する条例を制定、あるいは検討する自治体が、増えてきており
ます。
　しかしながら、現時点では、条例を制定した自治体におきましても、
条例に基づく対策により、顕著な成果を得るまでには至っておらず、条
例をもって、空き家等対策の効果的な仕組みとするには、難しい面もあ
るものと存じます。
　一方、自由民主党の空き家対策推進議員連盟において、市町村に対す
る空き家への立入調査権の付与や、強制撤去の要件などを内容とした、
空き家等対策に関する特別措置法案について、今秋の臨時国会への提出
を目指して、準備が進められております。法律に基づく空き家等対策を
講じることが可能となる同法案の動向に注視しながら、関係局で設置し
ております空き家等対策プロジェクトチームにおいて、対策の一つとし
て条例の効果等を検討し、平成２６年度に実施する空き家等実態調査の
結果や、本市におけます水道事業の給水区域外に居住する方に対する補
助制度を踏まえ、条例制定を含めた空き家等対策を取りまとめてまいり
たいと存じます。

　平成２６年１１月、議員立法により空家等対策の推進に関する特別措
置法が公布され２７年５月２６日をもって完全施行されますが、この法
律には市の責務として空家等の活用のために必要な対策を講ずるよう努
めることとされていますことから、本市といたしましても８月を目途に
空家の改修及び家財道具の除去に要する費用の一部を補助する事業を実
施する予定でございます。
　補助には一定の条件がありますが、この制度を利用していただくこと
により、空家を借家として利用していただくことが可能になり、人口減
少を抑制する一助となると考えております。
 なお、補助制度を始め、空家等対策を総合的に推進するため、２７年４
月からくらし安全安心課を新設し、市民への対応に当たっております。
 また、条例の制定につきましては９月を予定していますが、法律の内容
が空家等の適正な管理について相当細かく定められておりますことか
ら、法律を遵守しつつ、本市独自の方策等について規定して行きたいと
存じますとともに、条例の効果等の検討につきましては、これまでの空
き家対策等プロジェクトチームを発展解消する形で立ち上げた庁内連絡
会において実施して行きたいと存じます。
 また、公衆衛生の向上に資することを目的とし、高松市水道事業の給水
区域外に居住する者に対し、自己の用に供する飲用水の安定的な確保を
図るため、自家用給水装置の新設・改修する費用の一部を、また、給水
ホースや貯水用タンクを購入する費用の一部を、補助しております。

塩江地区 1 旧塩江保育所の整備

　旧塩江保育所は、昭和５０年に新築され、平成１６年の保育所の統合
に伴い廃園となり、その後は、施設の大半が倉庫として利用されている
とのことです。しかしながら、修繕もなく放置された状態に近いとお見
受けしますが、築後４０年経過し老朽化は限界がきております。また、
敷地内は雑草が生い茂り、地域衰退のシンボルともいえる存在となって
おります。加えて、災害時の避難場所になっているものの、その機能は
果たせないのが実情ではないでしょうか。当該施設周辺は、中学校や中
学校第２体育館、市営テニスコートなどが集中する文教エリアであり、
現状のままでは、景観が大きく損なわれるばかりか、来春には統合小学
校が開校するなど、多くの小中学生が行き交うことにもなり、治安も極
めて悪いと言えます。また、前述した公共施設の駐車場は非常に手狭
で、利用者が道路に駐車するなど、地域住民の生活に支障が出ていま
す。そのため、当施設を取り壊し駐車場として管理してもらいたい旨の
強い要望が地元自治会を始め地域からもあり、早急な整備に取りかかっ
ていただくよう要望いたします。

健康福祉局 こども園運営課

対　応　内　容　等

建設計画に係る平成２７年度の実施事業に関する意見に対する対応調書
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塩江地区 4 塩江の観光振興

　現在、４大祭りにおいて発生する諸問題については、観光協会が中心
となり対応しておりますが、以前より、イベント開催における国道１９
３号での交通渋滞は大きい問題となっております。特に、６月開催のほ
たる祭り、８月開催の温泉祭りについては、来場者が多数のため、駐車
場不足等に伴う大渋滞が発生し、主催者では対処できない状況となって
いるため、本線の利用者はもとより、周辺地域住民に多大の迷惑をかけ
ており、さらには、緊急車両の通行にも支障をきたしかねない状況で
す。塩江の観光にとって4大祭りは欠かせないものであり、交通渋滞の解
消には最大限の努力はしてきているものの、対応には限界がきており、
駐車場問題を含め抜本的な対策を講じるよう要望します。

創造都市推進局 観光交流課

　塩江４大まつりは、塩江温泉を始め、ホタル観賞や川遊びなど、地域
資源を生かしたイベントとなっており、県外からも多くの観光客が訪れ
ております。また、この取組を通じて、地域による観光資源の磨き上げ
と、さらなる活用が図られており、本市の観光振興に大きく寄与してい
ると認識しております。
渋滞の解消については、事前告知の徹底や駐車場の確保、当日の交通整
理の強化などが考えられますが、いずれにいたしましても、具体的な対
策については、主催者と協議してまいりたいと存じます。
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塩江地区 5 地域行政組織再編

　地域行政組織再編につきましては、議会答弁にもありましたように、
激変緩和措置により塩江、庵治、香南支所については地区センターへの
移行後も、当分の間、現在の支所機能と同等の窓口サービスを継続して
提供するということですが、同等のサービスとはどこまでのサービス
か。また、当分の間というのはいつまでの期間を考えているのでしょう
か。

総務局 人事課行政改革
推進室

　塩江・庵治・香南各支所においては、地域行政組織再編に伴う地区セ
ンター（仮称）への移行後も、当分の間、現在の支所機能と同等の窓口
サービスを継続して提供することとしており、この継続する窓口サービ
スの範囲については、多くの市民が利用するサービスを基本に考えてお
りますが、具体的な事務の内容は、再編計画策定後、各支所の固有事務
を含め、取扱事務の範囲を精査する中で検討してまいりたいと存じま
す。
　また、「当分の間」の具体的な期間については、激変緩和措置である
ことから恒常的な措置としては考えておりませんが、移行後の状況等を
みながら、サービス内容や職員体制について検討してまいりたいと存じ
ます。

　塩江・庵治・香南各支所においては、地域行政組織再編に伴う地区セ
ンター（仮称）への移行後も、当分の間、現在の支所機能と同等の窓口
サービスを継続して提供することとしており、この継続する窓口サービ
スの範囲については、多くの市民が利用するサービスを基本に考えてお
りますが、具体的な事務の内容は、現場である支所の意見も聞きなが
ら、固有事務を含め、取扱事務の範囲等を検討しているところでござい
まして、その中で、今後取りまとめていくこととしております。
　また、「当分の間」の具体的な期間については、激変緩和措置である
ことから恒常的な措置としては考えておりませんが、移行後の状況等を
みながら、サービス内容や職員体制について検討してまいりたいと存じ
ます。

塩江地区 6 地域審議会

　昨年度の意見に対する対応方針として、建設計画の期間延長となった
場合、本計画の進捗状況のチェックや意見を述べる地域審議会の継続に
ついて、今後、各方面の方々と協議していくとのご回答がありました
が、建設計画の期間延長についてはいつごろまでに決定をしていくの
か。また、コミュニティ協議会との関係は、どのようなイメージを考え
ておられるのでしょうか。

市民政策局 地域政策課

　建設計画の期間延長につきましては、進行管理の方法等もあわせまし
て、各地域の方々の御意見等も伺いながら、平成２６年度中にその方向
性を定めてまいりたいと存じます。
　また、建設計画の進捗状況をチェックし、あるいは、合併後のまちづ
くりについて御意見をいただくために、市町村の合併の特例に関する法
律に基づき合併協議において平成２７年度まで設置しております地域審
議会と、協働のパートナーと位置付け、共にまちづくりを進めていくた
めに、本市制定の自治基本条例に基づき設置しております地域コミュニ
ティ協議会との関係につきましては、本来の設置の趣旨や性格が異なる
ものでございますが、まちづくりを進めていく上におきまして、それぞ
れに重要な役割を担っていただいているものと存じます。

　建設計画の期間延長につきましては、平成２７年５月の地域審議会勉
強会でお示ししたとおり、進行管理の方法等もあわせまして、各地域の
方々の御意見等も伺いながら、その方向性を定め、２７年度中に、計画
変更等の手続きを進めてまいりたいと存じます。
　また、建設計画の進捗状況をチェックし、あるいは、合併後のまちづ
くりについて御意見をいただくために、市町村の合併の特例に関する法
律に基づき合併協議において２７年度まで設置しております地域審議会
と、協働のパートナーと位置付け、共にまちづくりを進めていくため
に、本市制定の自治基本条例に基づき設置しております地域コミュニ
ティ協議会との関係につきましては、本来の設置の趣旨や性格が異なる
ものでございますが、まちづくりを進めていく上におきまして、それぞ
れに重要な役割を担っていただいているものと存じます。
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